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論文 内
容
要
旨
 生体内の電解質代謝を把握するには,to七al“changeable6ediu皿(聾a君)お
 タびtotalexc五ang;eablepota88ium(K¢)を知ることが重要である。現在まで
 内分泌疾患々者にかけるNa¢誇よびKεについて少なからぬ報告がある。しかしこれらの報告
 は四a¢およびK呂の増減を体重比で論じているのが大部分である。体重は体内の脂肪量の多少
 により大きぐ変動ずるので・七〇七aユbody'wate「(TβΨ)から算出したユea且わOαy皿as8
 (LBM)との関連において比較しなけれは不正確と思われる。又周期性四肢麻痺の間歇期に赴け
 る層agかよびK8の増減と麻痺発作との関係について未だ一致した意見がない。そこで著者は
 諸種内分泌疾患点者および特発性周期性四肢麻痺における甑β,K8およびTBWを測定し比
 較検討した。
 検査対象は正常男女各7名,原発性了ルドステ・ン症5例,Cu.8h.ing症候群4例(うち1
 例は胸腺癌を伴う),同下垂体GOσo照射治療後2例,Addi80n病4例,褐色細胞腫1例,
 同副腎腫瘍摘出後,甲状腺機能亢進症10例・同抗甲状腺剤治療中2例,重症筋無力症を伴った
 甲状腺機能亢進症1例,甲状腺中毒性周期性四肢麻痺の間歇期4例,同誘発時1例粘液水腫5
 例,岡甲状腺末治療中4例,末端肥大症5例である。このほか対照として腎尿細管性アシドージ
 ス1例,特発性周期性四肢麻痺2例を加えた。
 Na¢およびK2の測定にはそれぞれ!4煎a*・よび42Kを用い}計数にはそれぞれwen型
 εcin七illatio亘Coun七er為よび端窓型GM管を使用した。TBWはn-ace七y■4-ami-
 noaコ七ipyrineを用し、て測定した。
 て)聾a¢かよびK¢を体重比ならびにLBM比で比較検討した結果・四aoむよびK¢の増
 減を論ずる際には,体重比よりもLBM比の方がよ(,更にLBMとの関係にむける正常の回帰
 直線からの偏位で比較するのがよウ合理的であると考えさせる結果が得られた。
 2)原発性アルドステ・ン症の副腎腫瘍摘出前後てNaご,K否むよびTBWを比較すること
 により,術前体内に餌aおよび水の貯留とKの喪失があることが認められた。腎尿細管性アシド
 ージスにこ次性アルドステ・ン症を伴った例ではK喪失が著舅であったが・Naの貯留はなく・
 この点て原発性'アルドステ・ン症と鑑別された。
 5)Cu6hing症候群ではNa¢/K¢は上昇していたが,これはハイド・コーチゾンの有す
 る鉱質コルチコイド作用にもとづくよりも,蛋白異化作用のため筋肉量が減少し,Kcが低下し
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 たことによると考えられた。下垂体eo照射後には聾a¢/Kgは正常化した。他方,癌に伴っ
 た0杁shin目症候群では,癌によるなんらかの作用でK代謝異常が高度になるという説がある。
 しかし著者の胸腺癌に伴ったCu8hi且9症候群の1例では,血漿'Kはやや低下していた瓜
 Naα/恥の上昇は軽度であった。本例にみられた電解質の異常は癌の影響よ.りも,糖質コルチコ
 イドの測定値があまり高くなかったことと関係があると考えられた0
 4)Aad.ison病ではNa召/K¢は正常であった。これは慢性消耗性疾患にみられるNa¢の
 上昇かよびK2低下の要素に,副腎不全による逆方向への要素が加味された結果と思われた。叉体
 重比でTBWの異常に低いものがあり,脱水傾向にあることが推察された。.
 5)褐色細胞腫ではNaO■LB盟7K¢/LB瓢,蔚よびTBWはいずれも正常範囲内にあ〃,副
 腎髄質ホルモンが水雷電解質代謝に特に影響をあたえないことが推察された。
 6)甲状腺機能亢進症ではNae/LBMは上昇し,K¢■LBMは低下の傾向にあり,Na¢/K¢
 は高かった。Na¢/恥とBMRとの間にはある程度の正の相関々係が認められた。従来の報告と
 異なり女子で翼a¢/K4の高値を示すものが多かったのは,女子でBMRの高いものが多かったた
 めと考えられた。
 7)甲状腺中書性周期性四肢麻痺5例中4例費よび特発性周期性四肢麻痺ではNaε/K6は正常'
 であった。周期性四肢麻痺では間歇期のNa¢の増加が麻痺発作と関係があるとの説もある炉,著
 者の成績ではNaθの増加冷よびK8の減少が麻痺発作の準備因子となるとは必ずしも考えられな
 かった。
 8)粘液水腫では,治療により瓦a¢むよびTBWは著明に低下したがK¢の変動は不定で,治
 療前にUa嘉よび水の著しい貯留があったことが推察された。これはまた本症におけるmuco-
 polysaccharideの増加と関連する所見と想像された0
 9)末端肥大症ではNaεは増加し,Naウ仮¢も上昇していた。
 以上各種内分泌疾患々者においてNac,K8むよびTBWがそれぞれ特有の変動をきたすこと
 が認められた。これらの変動にはホルモンの直接あるいは間接の影響として現われるもののほかに
 慢性消耗性疾患に共通してみられる異化作用の促進の結果として現われるもののあることを考慮し
 なければならない。
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 審査結果の要旨
 生体内の電解質代謝を把握するには・totalexchangeabユesodiUm(Nac),to-
 talexchan9∈)abユesod.iu皿(Na呂),七〇ta■exchangeabユepotaε8ium
 (Ke)むよひto七albodyW筑er(TBW)について知ることが重要である。現在まで内分
 泌疾患々者にお・けるNaGおよびK¢の体重比については,少なからぬ報告がある。しかし体重は
 脂肪量により'大きく変動するので・TBWから算出したleanbodymas8との関連にむい
 て比較しなけれは不正確と思われる。よって著者はこの点について検討を加え,次の結果を得た。
 荘)原発性アルドステ・レ症ではNaeむよびTBWの増加とKっの減少がみられたが・副腎
 腫瘍摘出後にはいずれも正常化した。他方,続発性アルドステ・レ症を伴った腎尿細管性アシドー
 ジスのコ例では,K召の減少は著明であったがNaeおよびTBWの増加はみられなかった。
 2)Gu8hi且g症候群の4例ではKoの減少が認められた。これは治療後にNaε力戦少を
 示さなかったことから,COrtiso■の電解質作用によるものでなく,その蛋白異化作用によ
 るものと推定された0
 5)Ad己iso皿.病4例では副腎不全の場合に予想されるNa呂の減少並びにK¢の増加はみ
 られなかった。これは副腎皮質のホルモン欠乏の他に,慢性消耗性疾患に共通なNaoの増加むよ
 びK¢の減少の傾向が加味された結果と推定された0
 4)甲状腺機能亢進症10例ではNacの増加とK3の減少の傾向かあり,Nao/玉。は上昇
 し,そ'の上昇度は基礎代謝率の上昇度と正の相関を示した。このことよP,この場合にも電解質
 変動は異化作用の亢進に基づくものと推察された。
 5)これに対し周期性四肢麻痺を・合併した甲状腺機能亢進症および特発性周期性四肢麻痺では,
 多くの場合Nae寿よびKeは正常であった。
 6)粘液水腫5例では甑¢むよびTBWの著しい増加のあることが推察された。これらの変化
 は治療により大体正需化した。
 以上本論文は諸種内分泌疾患にむけるエJaおよびK代謝の異常を明らかにし,Na両Kcおよ
 びTBWの測定が・これら疾患の鑑別にある程度有用であることを示したもので・学位を授与す
 るにイ直するものと…怨める。
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